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　現代日本の住宅における食事炊事生活の形成にあらわれた連続性と変化

の実証的研究　大阪を中心とした地域の都市部における独立住宅の住宅内部の空間のくみ

たてられかたとその成立過程を中心に　その３　食事とその型

　大阪工大建築　塩谷寿翁　○河合祐

　日本女大家政　沖田富美子　鈴木淳子　熊本女大生活科学　亀山春

　はじめに：本報はその１・その２につづくものである。食事炊事空間とそのつかわれか

たの展開はすぐれて食事および炊事文化の変容の問題であり、その意味の追究には、ひと

つの文化における諸要素の相互関連からさぐる視点が必要である。

　目的・方法：この研究では、現代日本の住宅で典型化しひとりの統合化された様式とし

て定着しているとみられる食事炊事空間のくみたてのもつ意味を追究しようとしている。

そのために家族が日常にたべている食事（献立）の内容をとらえｔ、それと食事および炊

事のしかたとその生活過程、食事炊事につかわれる住生活財（家具類・道具類;食器類･調理器

具類〉のもたれかたとそのおかれかた、との関係をさぐる枠組みを用意した。すなわち①

日常の食事（献立）の内容（人一食関係）、②食事（献立）と食事炊事に使われる道具類との関

係（食－モノ関係. ③つかわれる道具類とそのおき場所・おかれかたとの関係（モノー空間関

係）、から食事炊事と住居空間との関係（食住関係〉をとらえようとする。　結果の要約：

本報では、おもに①についてのべる。採取することができた献立(1）の内容からは、朝食は

パン系列と飯系列、昼食は麺類系列に、夕食は飯系列にまとめられる献立の型をみいだし

ているm。　注(1) 1387年7月5日または12日(a) ･8日（水）･ｎ日（土）の週日･週末･休日にまたがる3日

間について延べ　261例を採取。（2〉このような食事の型については､1972年に調査されたことがある（石毛直道

「食事パターンの考現学」「生活学」第1冊、日本生活学会編（ドメス出版〉、1975年､pp. 165-180）。
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　はじめに：本報告はその１～その３につづくものである。食事炊事につかわれる住生活

財（家具類､道具類;食器・調理器具類）のもたれかたと日常の調理・炊事の過程および食事の
過程との関係をとらえることは食事炊事文化の全体をひとつのシステムとして説明するこ

とにほかならない。それは食事炊事にかかわる文化を表層にあらわれた物質文化の側面か

ら説明することになる。さきにのべたように対象住宅の食事炊事空間は、慨してみれば50
年代から80年代にいたる時期に一体化されいわゆる「ダイニングーキチン」の形態に統合

化されるのだが、これは空間の一体化のみならず、食事炊事にかかわる生活のしくみの変

化ととらえることができる。　目的・方法：本報告は、採取した食事（献立）の内容とつ

かわれる住生活財との関係をさぐることから、事例的に現代住宅に形成されるうえの食事

炊事空間のもつ意味の解明への手がかりをえようとするものである。なお今回は炊事につ
かわれる道具類のみをとりあげることにする。　結果の要約：炊事につかわれる道具類は、

慨してみれば、加工調理の過程に集中している。なかでも洗浄・水きり・切砕・加熱する

ものがおおくっかわれている。またしたごしらえの過程でつかわれるもの、調理のなかで

も加工にかかわる作業すなわち整型・粉砕(磨砕)・混合攬はんにつかわれるもの、など
によってつくられる献立はすくなくなっている。これは冷凍食品、調理・半調理品の利用

と炊事に関する機能の外在化とが道具類の使われかたにあらわれたものとかんがえられる。
報告では食事（献立）が調理される過程とつかわれる道具類との関係をのべる。


